
市消防署海岸出

議所均三、須賀の杏

裳堂梼続北側lこ兜

成、 10月 1 臼から

無線電話積載の新

鋭消防車工台と消

紡職員14名が配置

につきました。と

の出張所の受け持

ち区域は、東海道

線以南の港ー汚水

地区一得です。海

岸方面の住宅など

防火対象物は年々

激i着し、藤備強化

がのぞまれていた

ものです。

(施設概要〕

①敷地 308平方m

③庁舎・木造平家

109平方米、

③消防車・ニニツサ

ンFR40~型消防

車(無線建童話機

著書教〕 、

④総工費 5172000

0 円

<E配置理事箆 14名

(片望書 7 名〉

電話は n21醤J

でナ、

海岸出張所の完成

によって、市消防

警は、 1 署・ 2 出

張所(常備消防隊

4 隊・救急車 1

隊)、職員65名の

組織となりまし

た。

見

九
月
二
十
三
日
開
会
し
た
市
議
会
定
た
。

例
会
に
お
い
て
、
平
塚
市
市
税
条
例
の
①
砥
滞
金
と
加
算
金
を
統
合
し
て
、
延

-
部
改
正
出
品
が
と
お
り
、
①
一
一
一
十
八
年
滞
金
一
本
と
し
、
延
滞
加
算
金
を
箆

度
に
お
い
て
六
十
六
平
方
針
。
一
十
坪
)
止
し
た
。

以
下
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
を
軽
減
ナ
②
い
ま
ま
で
臼
歩
一
一
一
銭
で
計
算
し
た
延

る
、
②
部
地
滞
納
出
算
金
を
軽
減
合
理
化
ナ
一
ナ
。
月
一
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ
れ
た
家
一
申
告
の
手
続
曹
を
と
っ
て
い
た
だ
一
滞
金
と
延
滞
加
算
金
の
率
は
、
鶴
田
岡

る
、
③
穫
徒
手
数
制
を
嵐
広
ナ
る
な
一
円
税
務
課
一
回
全
闘
の
改
正
は
、
自
家
用
一
震
で
、
六
十
六
平
方
針
。
一
十
坪
)
く
。
期
限

O
L
申
告
し
な
い
と
軽
減
一
部
ま
た
は
督
促
状
発
行
後
十
一
白
ま

ζ

一
事
減
税
霊
が
決
定
を
み
ま
一
小
規
模
住
宅
富
豪
震
の
軽
減
と
一
以
下
、
事
続
い
て
自
分
が
住
ん
で
一
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
す
で
に
、
至
で
日
歩
二
銭
日
間
十
二
日
以
産

し
た
。
今
回
の
措
議
で
、
固
定
資
産
税
一
市
税
の
収
納
制
度
の
改
善
・
合
理
化
を
一
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
一
車
度
分
一
固
定
資
産
税
が
、
一
一
一
期
ま
た
一
臼
歩
間
錯
〈
前
六
銭
)
に
軽
減
し
た
。

の
経
輯
対
象
と
な
る
家
墜
は
、
一
平
五
一
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
②
軽
減
額
は
、
建
一
郎
四
十
九
平
方

H
M
(一
は
四
期
分
ま
で
納
付
ず
み
の
人
に
つ
一
③
以
上
の
延
滞
金
の
判
明
記
は
、
十
月
一

百
戸
程
度
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
対
一

j
i
t
-
-

住
宅
建
築
奨
献
の
一
助
一
十
五
ぎ
以
下
の
ゐ
の
に
つ
い
て
は
一
い
て
は
、
軽
減
分
を
お
返
し
ナ
る
こ
一
日
以
後
の
延
滞
金
に
適
用
さ
れ
る

襲
警
は
、
ざ
っ
き
十
一
月
一
ニ
十
一
…
滑
官
…
と
し
て
、
一
一
一
十
八
年
度
一
皇
室
税
額
の
一
一
分
の
一
。
章
一
と
に
な
る
。
一
③
い
ま
ま
で
十
円
を
徴
収
し
た
翼
手

自
ま
で
に
、
掴
定
資
産
税
の
軽
減
申
請
一
に
お
い
て
、
六
十
六
平
方

M
〈
二
十
坪
〉
六
十
六
平
方

M
M以
下
の
も
の
に
つ
い
一

p
i
t
i
-
-
z

市
税
収
納
刷
制
度
の
改
…
数
制
は
廃
止
と
な
っ
た
。
と
れ
も
十

書
出
し
い
た
だ
く
に
と
に
な
り
ま
す
一
以
下
京
襲
警
の
窃
定
資
産
税
を
一
て
は
そ
の
喜
四
十
九
平
安
章
一
日
濯
沼
市
…
替
と
合
理
化
を
ね
ら
一
月
一
臼
以
後
に
発
行
し
た
督
促
状
か

税
務
課
は
、
九
月
市
議
会
で
決
定
を
一
接
続
す
る
。
一
け
の
秘
面
倒
の
二
分
の
一
で
あ
る
。
一
い
と
し
て
、
延
滞
金
と
加
算
金
の
統
合
一
ら
適
用
と
な
る

e

み
た
市
税
務
条
例
の
お
も
な
改
正
点
に
一
①
該
当
す
る
家
墜
は
、
昭
和
三
十
五
年
一
③
該
当
者
は
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
一
臨
場
開
・
加
算
金
の
鰻
減
、
督
促
手
数
制
一
⑤
徴
税
金
雷
の
名
称
ー
を
「
納

I

税
し
通
知

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
現
し
て
い
ま
一
一
月
二
日
か
ら
、
昭
和
一
一
一
十
八
年
二
印
鑑
を
も
っ
て
税
務
課
窓
口
で
軽
減
一
の
錆
丘
、
告
書
の
改
称
な
ど
を
行
な
っ
一
番
」
に
敬
め
た
。

t 
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[>今.Fl 6 ページ〈コ

②ページ・交佑踏切立体主主主豊着工、中小

企業へ年末資金、計量器の倹護、主主通

安全運動、留選共進会・・

@ぺ-';J " 鴎保世帯主 7 書記給付に、若人

権栓対策、市民センター結婚式場の手

続改正、基本選挙人名簿公開、赤い羽

根共同募金、あたらしい行政苦情相談

委員なとい…

④ページー農業共済制変の改正点、上半

紛の犯罪統計、お米のi車般かわる、納

税窓口出張、滋害容相談 ・

⑤ページ・新連載 f記者の臼・商店街は

較国待f1;;J 、予防注射の巡閉店穫。

⑤ページ・ドっせいに大そうじ、国連ポ

スター入箆者、慰震祭、国民年金保険

組の綿湖、教育穏談、新平塚風土記、

広報手瞬、ひらつかさんなと3・・



台、ィコらひ朝長広

都
市
計
画
課
は
「
総
工
費
一
一
一
億
五
千
万
円
、
=
一
カ
年
継
続
、
昭
和
四
十
年
八
月
完
成
宇
自
模
に
、
交

化
経
切
立
体
交
一
呂
田
む
本
格
的
な
工
事
に
着
手
す
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
に
よ
る
と
、
関
鉄
東

海
道
本
線
に
随
員
十
五
e
五
M
Mの
地
下
道
を
変
差
さ
せ
、
九
-
五
M
M幅
員
の
車
道
と
一
一
一

H
M組
員
の
歩

道
二
本
を
つ
け
、
完
成
後
は
一
日
二
千
台
以
上
の
車
両
が
時
速
玄
十
キ
ロ
の
濃
度
で
通
過
で
き
る
と

い
わ
れ
ま
ナ
。
こ
の
工
事
は
、
臨
鉄
と
市
が
協
力
し
て
行
な
う
も
の
で
、
工
事
費
の
う
ち
、
関
鉄
負

担
制
分
一
一
億
一
干
四
百
万
円
、
市
負
担
分
一
億
一
一
一
千
五
百
万
円
。
市
街
地
壱
両
断
す
る
国
鉄
線
と
の
立

体
交
差
と
し
て
は
は
じ
め
て
の
も
の
で
、
完
成
後
は
、
国
道
@
山
間
関
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
・
伊
勢
原
@

美
野
一
一
岡
県
選
を
市
街
地
中
央
で
む
す
ぷ
大
動
絞
と
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 成密

現在の文化踏切…この下に地下道をとおす

農業委員会@市内各農協

ごと

〈毎月 2回〉

Oだれにも替え 鱗幅』蝉噛曲
ないあなたの餓 F.I ~ ~骨

み、心配ごとを たJ 二議

そっと訴えてい援弘 ねf
ただく@ 麟議官...... l'l 
とき・毎月第 1 臨輔離韓日 必4

第 3 月曜 9待-15時

ところ・……・福後事務所応接室

穏談箆・ -矯人民生委員ほか
相談内容・身のうえ u 健康・家路

線住鹿・産車業@結婚・生活・教育

その他精衿約経済的問題なんでも

@ 

五
百
米
以
内
の

井
戸
水
に
影
響

都
市
計
磁
課
で
調
査

都
市
計
画
課
で
は
、

H

M

M

M

M

H

 

グ
グ
グ

さ
11月に各地区巡腐

随ヱ課では、 38年度計撞器の定期検

査をII月 58から巡回で行ないます

との検査は、言十農法にもとづく定期

的友もので、高工業者・会社・工場

.総合平図体などが使用する計量著書

(長さ言十・はかり・体積雪十〉は、ナ
パてζの検査を受けていただくこと
になっています。

軍巡臨臼程υ …υ宋渇の数字は時間

II月 5 日 霊豊田公民館 9・ 30-12時
グ 神田小学校 13・ 30-15詩

グ 6 臼城島小学校 9.30-12時

グ 絢締農協 13・ 30-15時

" 7 臼土沢農協 9・30-12符
// 旭出議所 13・30-15跨

グ 8 白金回出張所 9.30-12B寺
グ 金目出張所 13・30-15B寺
9 日 八申書公民館 9・30-15時

11日中原小学校 " 

12-15日 (4 臼鶴) " 

市民センター " 
H 16臼と 18臼 (2 日間) " 

平塚競輪場 " 

19日松原公民館 " 

20日花水公民館 " 

21-22臼 (2 日間

富士見公民館 " 

と官

@ 

場診

畜産共進会遼営協議会日本専売公社葉
たばこ再乾a操場
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す

市
民
セ
ン
タ
i

の
結
婚
式
場

年
間
三
耳
組
が
挙

てコら

八
月
一
日
か
ら
若
人
で
し
た
か
ら
、
今
回
の
追
加
搭
由
舗
で
、
と
の
法
律
の
発
効
に
と
も
な
っ

稽
祉
が
発
効
し
、
考
人
予
算
上
倍
額
と
な
っ
た
わ
け
で
ナ
。
て
、
福
祉
事
務
所
は
、
当
面
、
次
の

の
し
あ
わ
せ
を
た
か
め
老
人
揺
祉
法
の
ね
ら
い
は
、
殺
後
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
し
て
い
ま

る
め
に
、
国
平
市
町
村
全
人
口
の
友
か
で
老
人
の
し
め
る
観
ナ
。

が
、
老
人
種
紙
の
た
め
合
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
反
面
、
社
会
①
若
人
ホ
!
ム
へ
の
収
容
・
今
期
間
自

の
各
種
事
業
を
行
な
っ
環
境
や
家
族
関
係
の
は
げ
し
い
変
動
十
六
万
円
を
計
上
、
六
十
五
オ
以

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
と
の
た
め
担
当
の
福
祉
事
務
ず
丸
帯
謹
為
'
議

所
で
は
、
九
月
市
議
会
に
ほ
か
つ
て
議
渇
繍
遇
醐
曲
目
鵬
島
内

J
F掴
酬
ー

老
人
福
枕
聞
置
に
百
八
中
一
一
万
円
の
港
開

1
1
4
韓
聾
轟
m
w
g
4
4

額
を
吉
め
、
考
人
ホ
ー
ム
へ
の
収
容

措
蜜
、
老
人
家
庭
港
仕
員
一
一
名
の
設

置
、
老
人
グ
ラ
ブ
の
助
成
強
佑
、
告
、
の
な
か
で
、
総
じ
て
老
人
の
牛
一
活
が

人
の
た
め
の
教
養
鶏
協
や
レ
ク
リ
エ
不
安
定
な
も
の
と
な
る
傾
向
に
あ
る

l

シ
ヨ
ン
な
ど
一
連
の
対
策
を
講
ず
た
め
、
老
人
の
た
め
の
対
策
を
簡
や

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
老
人
福
祉
潟
市
町
村
が
行
な
っ
て
い
く
と
と
を
き

係
の
今
年
同
地
既
定
予
算
は
、
敬
老
金
的
、
老
後
の
安
定
と
し
あ
わ
せ
を
は

本
と
を
中
心
に
百
八
十
去
万
円
ほ
ど
か
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

の
結
閉
式
謝
は
、
挙
式
三
カ
月
ま
え

と
い
5

受
付
期
間
の
制
約
が
あ
っ
た

た
め
、
ご
利
用
に
な
れ
な
か
っ
た
方

が
あ
っ
た
。
十
二
月
か
ら
は
、
受
付

期
間
の
制
限
を
徐
い
て
自
由
と
し
、

い
つ
で
も
利
煎
申
し
込
み
を
受
け
付

け
る
よ
う
に
す
る
。

し
か
し
、
新
郎
新
婦
の
住
所
氏
名
・

勤
務
先
・
媒
酌
人
の
氏
名
な
ど
、
内

容
が
不
明
な
も
の
は
、
今
ま
で
ど
お

り
受
け
付
け
を
い
た
し
か
ね
る
。

最
近
、
セ
ン
タ
ー
利
婦
の
単
式
が
、

間
服
装
そ
の
他
の
簡
で
華
美
に
な
が
れ

す
ぎ
る
傾
向
が
あ
っ
て
当
議
し
て
い

る
。
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
厳

粛
な
挙
式
と
州
出
禁
本
披
ゆ
路
震
を
希
望

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
放
る

べ
く
平
服
で
式
に
の
ぞ
ま
れ
る
よ
う

11.FJ 5 白から 15日鶴市議事堂内選管事務局および支続出
張の窓口でおみせしています。ニの名簿にのっていない
と有権者でも投薬できませんO 公際期間中にあなたがの
吻ぜい署長かどうか、磯認して〈だ喜いぷ選挙管E聖書喜箆会)

委

lζ 

現
筏
ま
で
に
、
市
内
か
ら
十
九
以
上
の
鋭
で
派
迎
、
昨
百
円
一
の
伺
相
次
体
の
援
助
を
強
佑
す
る
と
向
時

名
が
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
入
回
附
し
て
い
や
食
事
・
洗
た
く
・
そ
う
じ
・
身
に
、
あ
た
ら
し
い
ク
ラ
フ
の
結
成

る
。
入
留
信
は
、
箱
根
鐙
老
ホ
ー
の
翻
り
の
位
五
闘
な
ど
を
、
無
料
で
を
す
す
め
て
い
く
予
定
。

ム
八
、
横
浜
ハ
マ
ノ
愛
坐
菌
五
、
行
な5
こ
と
に
し
た
。
④
一
健
康
審
査
目
今
年
度
か
ら
、
六
十

東
京
援
護
老
人
ホ
ー
ム
藤
沢
分
続
③
者
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
・
今
期
助
成
五
才
以
上
の
人
の
健
康
審
査
を
計

図
的
に
行
な
っ
て
い
く
。
対
象
人

二
、
東
京
浴
風
間
幽
一
、
大
和
市
敬
金
を
泊
鋭
、
二
十
七
万
円
を
も
っ

ロ
は
約
六
千
四
百
人
だ
が
、
と
の

て
老
人
ク
ラ
う
ち
今
年
度
は
五
分
の
一
の
一
千

ブ
品
官
官
成
、
二
百
八
十
人
程
度
の
一
般
筏
媛
診

同
時
に
老
人
査
を
行
在
う
予
定
。
こ
の
た
め
の

大
学
諸
経
や
経
費
は
、
十
二
月
に
追
加
予
算
と

v
ど
音
醤
敬
老
会
、
レ
し
て
計
上
す
る
。

4
i
j

ク
リ
エ
l

シ
こ
の
健
康
診
芝
、
雲
・
診
察

ヨ
ン
の
つ
ど
い
本
ど
を
ひ
ら
き
、
・
桔
便-
m
H検
査
か
ら
左
り
、

老
人
の
た
の
し
み
と
収
益
を
た
か
一
般
諮
賓
と
精
密
診
泣
に
わ
け

め
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。
る
。
一
九
回
一
語
科
一
は
内
料
、
精
密
診

老
人
ク
ラ
ブ
は
開
制
圧
、
市
内
に
費
に
限
り
一
定
時
間
以
上
の
所
得
の

十
五
団
体
、
会
員
は
府
四
千
人
を
あ
る
人
に
は
議
設
縦
裂
を
負
担
し

数
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
既
存
凶
て
い
た
だ
く
こ
と
に
在
る
。

i

ム

ょ
の
人
で
、
精
神
的
・
環
境
上
ま
愛
京
一
、
横
須
賀
阿
部
作
会
共
栄

た
は
経
済
的
殴
由
に
よ
っ
て
、
鐘
荘
一
一
な
ど
。

設
を
受
け
る
こ
と
が
図
難
な
人
の
②
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
旅
泣
・
十
一

発
見
に
つ
と
め
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
汚
か
ら
常
勤
の
奉
仕
員
三
名
を
お

収
容
し
て
健
康
な
安
ら
か
な
然
活
君
、
白
常
生
活
に
随
時
間
し
て
い
る

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
ナ
る
。
る
嬰
援
識
者
人
世
織
に
、
週
一
[
阻



稲作にしても、表作にしても、農業はつねに、気象条件に

E右される。天災はいつ毅うかむからないのだ…日農業共

済樹皮1<1:農作物の保険である。(みいりを見る…城島で〉

軍
掛
け
金
の
長
平
と
農
家
の
負
鐙

に
つ
い
て

10耳 25日

須賀公民舘・夕陽ヶJi

母子寮・漁業協同総合

消防第 5分間庁合・松

原公民館。



領選沿いの中央務店街を駅寄り{こ一容そ

れた新宿車工谷世丁かいおいは椙次ぐ寓騒巴

jしに閣まれた感じ… 工事現場は譲通り

にまではみだしている

民警

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11111111111111111111111111111111111111111111 

犬の予防注射と主主録

ヒ 2と 麗暢 罷せ~ 3 題

の健緩診断が行なわれまナ。該当の 36. 9 ・ 30日までに生まれた子、 | に生まれた子(来春入学児〉

j 地域で対象j思をお持ちのプ1は、受診| いままでに 3tf苦うけてお哲、その|甲料金・ 1 期~2 綴はひとり 1 侶50
月 9 臼までに終了 をおナナめしまナ。なお、須賀公民 後 1 年前後を経過した子で、追加| 円 3期はひとり 10円。

10日 消防団第 1 分間庁舎(柳(館にきていただく人たちへ、 9月 23 接種としてことし 1 回受ける。 I 曹巡沼医程・ 切
符)富士見公民館 [ ・ 24日で一部通知がと臼ててしまい、 ;晶巡邸日程・… 10月 15B 金目小学絞、土屋小学校

印刷台体育銭前、問問!と迷惑をおかけしました。担当の衛 10月抑制小学校(対象地区は! 間関出張所
第 5 分団庁舎〈馬入) 主主謀、で深くおわびしていますσ 金目・土産量・銀島グ 16 目 減j黒公民館、議回公民館

14日 須変公民館、須賀海宝寺 曹対象潟切昭和34 ・ 7 ・ 1 ~35' 6 グ 28 日 童豊田公民館(量豊田・岡崎 i 金限公民重富

15臼 消防毘第 2 分間庁舎〔訳 1 ・ 30臼までに生まれた子。 城島・寺田縄)グ 17包 規公民館、首決小学校

南側〉海岸公箆館 |軍五ß回回程… グ 2吉田 旭公民館(旭圃宮沢) 田村公民館
16日花水会館、平塚保健所 10月 7 日 -8 臼 完附台武退場 グ 29日 中原公民館〈中原号熔原;グ 18B 中原公民館富士見公民館

※時鑓@各会場とも午前10時~午 グ 23日 -24B 須賀公民館 入野・長持)グ 19B 大野小学校、松原公民館

後 3 時まで、雨天でも業績。 I グ 25己 花zk公ß:舘 // 30日 沼村公民館、!日四之宮公;グ 21 日 E主的台武道場

ー主主後 3 か月以上の犬 予告時間・武道場と須賀公民鎗は、 民館 l グ 22 臼 須賀公民館、花水公民館
は余郡受ける。登録手数約 300円| 午後 1 時30分 3 時、花水公民館 グ 31 日 花水公民館、須賀公民館: ※時鵠 g 各会場とも午後 1 時30"-'
〈鍍札付〉予紡注射手数制 150円立、午前 9時~ll時と午後 1 時30 11月 4 日 見約台武道場、富士箆公 3 時三たで。

(済票付〉。当日は、愛犬手慌を 分~3 時です。 ι 民銭。

お持ちください。 ※時窃・各会場とも午後 1 時30分

注意・犬臥毎年 1 箇のまま録と審 l 叫ん一一一一一日♂ザ ~3時まで。 インフルヱンザ予防
秋2@の注射を受げなければ狂犬 IJリ宅マヒ予防第 2 回昆
病予防法によって飼うことができ

ません。開業獣医で注射を受けた
ばあいは、平塚保健所か、もより

の注射会場へ注射演票を持参して

ください。

また、狂犬病予防法と』壊の規白日に

よって犬の放し鈎い禁止令がと臼て

いまナ。愛犬はつないで飼ってく

ださい。

3 7.1"児の鍵康診断

衛生諜は、インプノレエンザの旅行を

衛生巨諜でlお第 2 回自の小児マヒ予 窓白せきとジフテリャ !予防するため、インフルエンザ予防
防接穏を次のとおり行ないまナ。制 i 接種を巡回で行ないます。ことしは
金は無精ですa 先月末第 2 [ê]が終了した訪日せ吉と I 7 臼から 10臼の間隔で続けて 2 厨袋
曹対象兜・ 1期Cl ~2 回)昭和37 ジアテリヤの予防接種は、今月弓 i君!種をします。対象者はお近くの会場

'10'1 ~38' 3 ・ 31臼までに生まれ 続いて第 3rf苫尽の接種にはいります{でお受けください。なお、この予防

た子、 ζ としはちめて受ける子で 1 もよりの会場へお子さんをおつれく|媛積は諦望者はだけ行なうことにな

今回 2図自の接種になります。ださい。，っていますので、個人通知を出しま

• 1 溺 (3 函〉昭和36・ 10'1 ~37 ・ l す対象児岳 1 窮沼和37' \1 '1 ~38 ・ i せん。この記事をお読みの方は、付

3 '30日までに主主まれた子、砕年秋 4・ 30までに生まれた子。 i i庄の人へ知らせてあげてください。

に援穣した子で今回 3回目の接綴. 2期昭和36'11'1 臼 ~37 ・4'30Bま Å対象者 o ・ e ・

になりまナ。ただし、 8 Jlに接種 l で国れた子 f昨年 1 拐を完了し|①無税で受けれる者・生後 3 か月以
をしてあるばあいは今筒除宮ます l た子 上入学前の子と、小学生、中学生

• 2 期(追加銭種〕昭和36'1'16- ・ 3綴昭和32吋'2~33 ・ 4' 1 日まで i 鼠児など〈小中学生ι題児は学校



く昌〉

内部付近にあった集落が平塚宿

の底穣と主主ったらしいから、こ

No， 90. こは平安時代からの集落選跡と
考えられ、この近くにに古海遂

の存したととも設費できる。

寛仁 4配 (1020) 歓喜芭級臼記

の作者、当時13オの少主主がこの

もろこしが原に咲く大和撫子〈
やまとなでしこ〉のかれんな桔
と異邦地名の取り合わせのおも
しろさを長く忘れず書き留めて

おいてくれたものが、この地に
おける「もろとしがはらJ 名の
初見となっている。

産主暦Cl211- 3) のころ鴨長

期が鎌倉までやって来て実朝に

認したことは膝史事実であるが
々が来住して集務をつくコてい との時の作であろうか古来長関
たととろである。今に残る「議の震として首が伝えられてい
東寺山 e 議来等不むなどはその:る。 rまとろまんよなかにしは

澄称である。かかる呉邦人を総}しぬはたまのゆめにそちかまも

「もろとしびと J と呼ん ろこしのはらJ rからやまとい
うから「もろとしf可原」 ろいろにおるにしきかせ主主主と L

「もろとしの海J などの地名が t こざけるもろとしかはら」前軟
自然に発生したと考えられる。 は海道の名所もろとし河原を待
市内西海岸に黒部室主(くるべ ちあぐみつつ来た旅人の感懐で

のみや)という神社がある。菩 l あり。御歌は自のあたりに見た
妻童書によると建久 3 埠 C 1l 92) 花の美しさを詠じたものだろ
B 月平/政子安産祈願のために う。

神馬が約められまたその付近に 平塚の花は大和撫子であむ、
あったという範陸王寺には競緩が 平塚名所として忘れ簿ないもの

命ぜられている。このを土と寺の はもろこし1i'iJ~主である。

衛
生
諜
薬
剤
を
無
料
配
布

第 144 -1号

ざ
嘗
に
、
衛
生
擦
は
、
=
一
十
八
年
度
秋
の
大
そ
う
じ
の
実
施
襲
領
を

害
時
、
市
内
→
一
万
七
干
の
金
批
帯
を
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
け
、
地
区
組
織

を
中
心
に
、
一
軒
で
も
多
く
足
な
み
を
そ
ろ
え
て
家
の
内
外
か
ら
と
み

や
ほ
こ
り
を
お
い
だ
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
実
施
嬰
績
を
も

と
に
、
各
地
区
の
代
護
者
と
担
相
談
し
た
結
果
、
須
賀
地
区
が
予
定
ど
お

り
九
月
末
か
ら
十
月
上
朝
刊

J
Lか
け
て
噛
布
施
し
た
ほ
か
、
問
問
入
と
新
街
地

区
も
衛
生
課
の
一
示
し
た
煽
簡
ど
お
む
、
今
月
末
か
ら
い
っ
せ
い
大
そ
う

じ
を
行
窓
う
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

可認物便郵種郡
一
平
塚
地
区
は
一
か
月
ず
ら
し
て
十
月
一
マ
平
理
帥
区
・
十
月
十
一
一
一
?
一

〈
一
中
帽
に
、
大
野
地
区
と
そ
の
他
の
一
農
業
一
ま
で
ハ
上
平
塚
・
中
堅
ニ
一
区
・

一
地
域
は
農
繁
期
あ
け
の
十
二
月
上
中
崎
一
区
・
間
同
区
・

時
に
計
闘
を
愛
顧
~
い
っ
せ
い
実
施
の
実
一

一
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
p

ま
し
た
。
一

か
一
十
月
以
践
の
大
そ
う
り
実
施
計
画
は
一

一
次
の
と
お
D

で
す
。
と
の
い
っ
せ
い
大
…

〉
一
そ
5

じ
に
対
し
、
街
中
一
課
は
技
徳
指
導
一

w

一
を
行
な
う
と
問
時
に
、
大
そ
う
じ
を
行
一

B
一
な
う
世
帯
に
対
し
て
妨
疫
薬
剤
ハ
?
?
一

F
W

一
ソ
ン
一
・
五
%
粉
剤
)
一
一
百
五
十
グ
ラ
一

ア
ム
時
棋
を
無
判
明
で
さ
し
あ
げ
る
こ
と
に
し
一

ひ
あ
わ
せ
て
、
大
そ
う
じ
に
よ
っ
て
出
生

一
も
え
な
い
と
み
の
処
理
に
清
掃
諜
の
出
一

報
一
聖
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

t
f・s
・
山
中
央
湾
店
街
こ
お
説
の
と
お
り
、
国
道
の
る
た
め
、
い
わ
れ
を
書
い
た
立
て
札
を
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

二
ら

i

鐸
維
は
は
窓
は
だ
し
く
、
建
て
た
が
、
今
回
で
は
大
半
が
な
く
な
ハ
中
蜜
・
宮
沢
志
津
以
)

…
夕
立
パ
ス
を
通
す
な

う
回
目
出
還
の
完
成
が
ま
た
れ
ま
ナ
が
、
っ
て
い
る
。
郷
土
の
器
磐
大
切
に
し
、
パ
ス
遜
り
に
駐

喝
よ
…
中
央
鶴
居
衝
の
国
選
は
非
常
そ
の
騎
の
対
策
と
し
て
、
中
央
商
屑
街
市
民
に
広
く
知
ら
せ
る
た
め
に
、
も
ヤ

…
開
…
星
通
難
で
悩
ま
さ
れ
て
い
パ
ス
雪
量
蓄
や
、
守

f

ぺ
1
刊
一
度
考
え
て
ほ
し
;
‘
っ
箪
す
る
留
動
車

;
i

る
。
そ
の
解
決
僚
の
ひ
と
つ
一
露
止
を
検
討
中
で
叫

9
ば
戸
市
民
の
簡
に
、
総
計
グ
一
フ
大
久
雲
麹
ハ
ス
署
員
に
車

と
し
て
、
神
奈
中
の
パ
ス
路
線
を
う
回
十
九
あ
な
た
の
ど
費
ふ
の
ろ
問
ン
ド
の
設
置
を
霊
ナ
る
の
修
理
所
が
あ
り
、
常
時
自
動
車
が
、

在
百
町
刊
誌
は
許
可
十
日
月
二
戸
佐
野
山
望
日
時
計
与

が
パ
ス
停
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
思
い
ま
ナ
。
門
商
工
関

J
3
1
ト
、
ホ
ッ
ケ
ー
警
ど
の
れ
て
い
て
、
夕
方
重
量
の
多
い
と

っ
て
、
国
道
上
の
交
還
を
一
題
済
乱
さ
な
ど
、
大
変
支
障
に
怠
っ
て
い
る
。

せ
て
い
る
と
思
之
文
化
財
保
護
と
施
設
が
あ
る
が
、
市
民
の
た
め
の
総
合
故
の
お
こ
ら
ぬ
ま
え
に
、
本
ん
と
か

ハ
平
塚
薪
一
樹
a
冊
柳
町
田
一
暗
号
総
合
グ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ン
ド
を
設
置
し
、
広
く
市
民
の
ス
考
を
お
額
い
し
た
い
。

数
年
前
、
市
内
の
史
観
を
明
ら
か
に
ナ
ポ

I
ツ
a
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
ハ
平
塚

a
S
子
〉

昭和 38 年lO，ij 10 日

ぎ
方
法
を
採
用
し
た
。

協
和
・
三
和
・
住
友
・
隣
同
門
・
第
一

e
大
和
‘
日
本
勧
業
・
富
士
・

・
一
一
一
也
監
・
横
浜
の
十
一
行
。

唱
縄

もろこし河原

議瀦慎吾幸

大磯町高麗地区の海浜寄りか

ら平塚市西域一帯のか本り広い

地帯をおくから「もろこし間
際j と呼んでいる。花オ<JIIの汎
務主顎である t民地の名称である。

りは 5 世紀ころから

ら
れ
ま
ナ
。
お
子
さ
ん
の
場
合
、

学
問
闘
が
嫌
い
で
は
な
く
学
期
間
の
仕

談
窓
一
で
扱
っ
た
実
際
例
か
ら
ガ
が
凡
打
ら
な
い
と
い
う
点
に
問
題

…
県
一
…
五
人
見
蔚
の
末
っ
子
。
が
あ

P
ま
し
ょ
う
。
落
ち
麓
い
て

:
:
成
績
は
中
の
下
。
落
ち
学
議
が
で
曹
な
い
原
因
も
こ
の
辺

麓
哲
が
な
く
家
庭
学
期
間
を
、
ほ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学

ん
ど
し
な
い
。
鰐
々
時
四
極
も
忘
れ
習
の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

る
。
理
科
や
図
工
が
好
古
で
、
算
先
決
で
し
ょ
う
。
ざ
い
わ
い
、
理

数
・
国
語
は
だ
め
だ
。
九
月
か
ら
料
、
図
工
な
ど
が
好
古
友
の
で
、

週
二
回
、
家
庭
教
腕
に
つ
か
せ
ま
と
の
面
か
ら
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
く
の

し
た
が
i
i

。
い
っ
た
も
一
つ
の
方
法
で
し
ょ

い
こ
の
子
は
鼠
分
か
ら
}
私
鈴
脚
制
絡
説
明
暢
う
。
お
か
あ
さ
ん
が
、

机
に
向
っ
て
勉
強
す
る
一
一
ト
終
燃
料
路
線
務
官
「
算
数
は
だ
め
」
と
思

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
鞠
懇
J
.輔
援
額
司
副
い
こ
ん
で
い
る
の
も
穏

か
。
ハ
母
〉
轍
務
』
私
噌
醐
欝
・h
題
だ
と
患
い
ま
す
。
か

門
こ
ど
も
の
気
持
ち
凶
鰯
襲
鰯
惣
鳴
り
に
、
お
子
ざ
ん
が

「
ポ
ク
勉
強
が
酷
怖
い
り
「
ギ
グ
算
絞
は
潟
に

ゃ
な
い
。
だ
け
ど
向
を
ど
う
勉
強
と
い
っ
て
も
、
「
お
か
あ
さ
ん
ほ

し
た
ら
よ
い
か
見
当
が
つ
か
な
い
そ
う
は
思
わ
な
い
わ
」
と
い
っ
た

ん
だ
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
勉
援
し
態
度
が
必
要
で
し
ょ
う
。
学
習
も

ろ
勉
強
し
ろ
と
言
う
け
ど
。
借
隔
臨
時
閣
の
長
短
で
な
く
、
な
か
み
を

も
議
曹
取
り
や
計
欝
練
習
な
ど
は
よ
く
み
て
は
げ
ま
し
て
や
る

ζ
と

忘
れ
た
こ
と
な
い
よ
O
L

が
大
切
で
し
ょ
う
。
家
庭
教
師
削
の

こ
ど
も
の
学
留
を
分
知
生
に
も
、
基
欝
的
な
学
呂
田
に
カ

耐
お
答
え
‘

T
E
e
-
-
-
e
け
る
と
①
な
か
み
の
を
入
れ
た
指
導
を
お
ね
が
い
し
た

学
問
描
(
女
出
d平
交
輩
、
計
算
〉
②
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

仕
方
の
学
習
(
学
習
の
仕
方
を
疋
怒
滋
奮
闘
戸
市
呉

し
く
学
び
と
る
〉
の
一
一
つ
が
考
え

曙 λ 民総監 120.521 

置静輯誼 27.619 

7舎域酪積 67.88Km2 

^ Q 密度 1.776 

曲月比ー世務泡 120 

人口社会増 189 g前増 127

'" 庁 73.775 (従事野 18.052)

大野田 452 (" 4.856) 

神図 4 目。 (ff 1.087) 

揖島 1.913 (" 338) 

問時 1.554 (N 277) 

金回 2.238 (tJ 468) 

蝿 5.378 (fI 1.146) 

土訳 3.793 (If 618) 

趨金 ~ 4-~4団 (f! 777) 

-9 汚 1 日現在一

ま

し%金

。蓄量9 


